
奥
村
鶴
吉
著
『
野
口
英
世
』
（
昭
和
八
年
十
一
月
刊
）
の
年
表
に

よ
る
と
、
「
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
十
一
月
九
日
福
島
県
耶
麻

郡
翁
島
村
に
生
ま
る
。
幼
名
を
清
作
と
呼
ぶ
。
一
八
九
六
年
（
明
治

二
十
九
年
）
二
十
一
歳
、
九
月
上
京
。
十
月
医
術
開
業
前
期
試
験
合

格
。
十
一
月
血
脇
守
之
助
氏
の
好
意
に
て
高
山
歯
科
医
学
院
の
学
僕

と
な
る
。
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
年
）
二
十
二
歳
。
五
月
済
生
学

舎
入
学
、
十
月
後
期
試
験
に
合
格
す
る
。
同
月
高
山
歯
科
医
学
院
講

師
と
な
る
。
十
一
月
順
天
堂
病
院
助
手
と
な
る
。
一
八
九
八
年
（
明

治
三
十
一
年
）
二
十
三
歳
。
四
月
伝
染
病
研
究
所
助
手
を
命
ぜ
ら

る
。
八
月
帰
省
中
英
世
と
改
名
す
」
と
あ
り
、
「
順
天
堂
病
院
医
員

に
は
、
刀
圭
界
の
そ
う
そ
う
た
る
大
家
が
幾
人
も
鼻
を
並
べ
て
い

て
、
そ
の
下
に
も
相
当
経
験
の
あ
る
医
師
が
揃
っ
て
い
た
の
で
、
今

日
か
け
出
し
の
野
口
清
作
が
、
医
師
と
し
て
の
腕
を
振
る
う
余
地
が

無
か
っ
た
。
彼
は
主
と
し
て
同
院
発
行
の
『
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑

湖
柳
生
（
野
口
英
世
）
と
歯
科
レ
ン
ト
ゲ
ン

谷
津
三
雄
、
渋
谷
鉱

誌
』
の
編
輯
部
員
に
あ
て
ら
れ
て
、
編
輯
主
任
の
菅
野
徹
三
氏
の
下

に
働
く
事
に
な
り
、
賄
付
で
報
酬
月
二
円
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
あ
ま
り
に
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
編
輯
と
か
著
作
と
か
文
筆

を
労
す
る
こ
と
も
彼
の
好
む
所
で
あ
っ
た
の
で
、
多
少
の
興
味
を
持

っ
て
之
れ
に
従
っ
た
。
主
任
菅
野
氏
か
ら
、
彼
に
命
ぜ
ら
れ
た
事

は
、
絶
え
ず
病
室
の
方
に
注
意
し
て
、
面
白
い
患
者
が
あ
っ
た
時

は
、
報
告
を
書
き
、
ま
た
医
学
上
不
明
な
点
が
あ
っ
た
ら
、
図
書
室

に
は
か
な
り
新
刊
の
参
考
書
を
用
意
し
て
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
読
ん

で
、
新
し
い
説
を
発
見
し
た
ら
、
そ
の
報
告
も
せ
よ
と
云
う
の
で
あ

っ
た
。
こ
ん
な
嘱
託
を
う
け
た
彼
は
各
病
室
を
巡
回
す
る
時
、
或
は

傍
観
の
時
に
血
眼
と
な
っ
て
、
病
状
病
因
を
究
め
る
こ
と
に
腐
心
し

た
。
僅
か
の
閑
が
あ
っ
て
も
直
ぐ
病
室
と
図
書
室
で
、
注
意
深
く
研

究
し
て
原
稿
を
作
っ
た
」
と
順
天
堂
時
代
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。

ま
た
、
橘
輝
政
著
『
野
口
英
世
博
士
伝
』
（
昭
和
二
十
一
年
九
月
重

版
）
の
順
天
堂
医
院
時
代
の
項
に
「
変
っ
た
患
者
に
出
会
っ
た
場
合

と
か
外
国
の
雑
誌
に
出
て
い
る
面
白
い
医
法
な
ど
次
か
ら
次
へ
雑
誌

に
載
せ
た
。
内
容
は
忽
ち
清
新
化
さ
れ
、
読
者
や
一
般
医
界
か
ら
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。
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一
方
『
順
天
堂
史
、
上
巻
』
（
昭
和
五
十
五
年
五
月
刊
）
の
野
口

英
世
の
項
に
「
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
二
月
九
日
福
島
県
耶
麻

郡
翁
島
に
生
ま
れ
た
。
明
治
三
○
年
（
一
八
九
七
）
五
月
済
生
学
舎

へ
入
学
。
一
○
月
医
術
開
業
試
験
に
合
格
。
同
年
二
月
順
天
堂
医

事
研
究
会
に
入
会
し
た
。
そ
れ
以
後
三
一
年
八
月
ま
で
野
口
清
作
、

野
口
湖
柳
、
湖
柳
生
、
Ｓ
Ｎ
生
な
ど
の
名
で
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑

誌
に
原
著
、
抄
録
、
翻
訳
等
を
多
数
投
稿
し
て
い
る
。
：
・
清
作
を
英

世
と
改
名
し
た
の
は
順
天
堂
時
代
の
終
り
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
」
と
あ

ス
》
。

『
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
』
第
二
七
一
号
（
明
治
三
十
一
年
四
月

十
五
日
発
行
）
の
実
験
録
に
「
両
唇
破
損
二
頬
部
ヨ
リ
辨
ヲ
採
取
シ

タ
ル
造
唇
術
」
順
天
堂
、
湖
柳
生
と
題
し
一
七
’
二
二
頁
に
、
『
順

天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
』
第
二
七
六
号
（
明
治
三
十
一
年
六
月
三
十

日
発
行
）
の
臨
床
瓊
談
に
「
頬
粘
膜
及
歯
齪
肉
腫
（
妊
娠
七
ヶ
月
）
」

の
口
腔
外
科
に
関
す
る
症
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

な
お
『
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
』
第
二
七
九
号
（
明
治
三
十
一

年
八
月
十
六
日
発
行
）
四
二
頁
に
「
野
口
清
作
君
、
湖
柳
生
の
名
を

以
て
豫
て
本
会
紙
上
に
於
て
斯
道
の
為
め
に
壼
力
せ
ら
れ
た
る
同
氏

は
勉
学
の
為
め
今
度
本
会
を
辞
さ
れ
た
り
。
一
事
漸
く
成
り
て
得
食

た
る
青
年
多
き
世
の
中
に
氏
の
如
き
は
蓋
し
有
数
の
士
と
請
う
べ

し
。
吾
人
は
大
に
其
精
神
を
賛
せ
ず
ん
ぱ
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
湖
柳
生
に
つ
い
て
、
鈴
木
勝
が
「
日
本
に
お
け
る
歯
科
レ
ン

ト
ゲ
ン
学
の
あ
ゆ
み
」
の
な
か
で
「
明
治
三
十
年
三
月
発
行
の
『
歯

科
医
学
叢
談
』
（
高
山
歯
科
医
学
院
院
友
会
の
雑
誌
で
現
東
京
歯
科
大

学
の
機
関
誌
『
歯
科
学
報
』
の
前
身
）
第
七
号
、
三
七
’
三
九
頁
に

己
ｇ
旦
届
①
ぐ
厨
ミ
ぐ
巳
．
ｘ
Ｐ
ｚ
ｏ
．
］
》
苛
昌
・
〉
扇
弓
よ
り
抄
録
し
て

『
る
よ
ん
と
げ
ん
ｘ
光
線
ヲ
応
用
シ
テ
欠
生
歯
ヲ
発
見
セ
シ
一
例
、

湖
柳
生
訳
の
紹
介
が
わ
が
国
の
歯
科
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
関
す
る
記
載
の

最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
』
と
述
べ
、
ま
た
、
同
誌
の
六
八
’
六
九
頁
に

『
ｘ
光
線
応
用
』
と
題
し
、
恐
ら
く
わ
が
国
に
お
け
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
線

透
視
法
の
最
初
の
記
載
と
考
え
ら
れ
る
一
文
を
掲
載
し
て
お
る
が
、

こ
の
記
事
に
は
訳
者
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
湖
柳
生

の
訳
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
内
容
が
歯
科
に
関
す
る
も
の
で
な
か

っ
た
た
め
と
考
証
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
同
誌
第
八
号
（
明
治
三
十
年
六

月
発
行
）
の
五
六
’
五
九
頁
に
か
け
て
湖
柳
生
に
よ
っ
て
『
真
空
管

内
の
光
線
』
と
題
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
米
国
の
マ
ク
フ
ァ
ー
ラ

ン
ム
ア
氏
の
開
発
し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
に
関
す
る
理
論
を
報
じ
て
い
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る
。
そ
し
て
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
は
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
年
）
に

レ
ン
ト
ゲ
ン
の
こ
と
を
歯
科
界
に
紹
介
し
た
こ
の
湖
柳
生
と
い
う
。
ヘ

ソ
ネ
ー
ム
か
ま
た
は
本
名
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
湖
柳
生
と
は
一

体
い
か
な
る
経
歴
の
人
で
あ
ろ
う
か
」
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
野
口
英
世
（
湖
柳
生
）
が
わ
が
国
に
お
い
て
最
初
に

歯
科
に
お
け
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
紹
介
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。

（
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
）

昭
和
三
十
年
十
一
月
二
十
七
日
、
大
阪
府
箕
面
公
園
に
野
口
英
世

銅
像
が
建
立
さ
れ
た
が
、
本
像
の
国
鉄
福
知
山
線
川
西
池
田
駅
よ

り
、
建
立
地
ま
で
の
搬
送
路
と
方
法
、
除
幕
者
に
つ
い
て
は
明
ら
か

で
な
い
。

今
般
、
搬
入
者
で
あ
る
、
箕
面
市
桜
五
ノ
ー
（
当
時
箕
面
町
議
）

阪
本
利
一
氏
よ
り
搬
送
に
つ
い
て
、
ま
た
、
除
幕
式
に
小
学
生
代
表

を
引
率
し
て
出
席
し
た
当
時
の
小
学
校
教
諭
よ
り
除
幕
者
に
つ
い
て

の
口
述
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。

阪
本
氏
は
「
昭
和
三
十
年
十
一
月
初
め
、
当
時
の
上
田
藤
太
郎
町

会
議
長
よ
り
、
野
口
銅
像
を
箕
面
公
園
に
建
立
す
る
に
つ
い
て
、
川

西
池
田
駅
よ
り
建
立
地
ま
で
の
搬
送
を
依
頼
さ
れ
た
。
野
口
博
士
の

人
と
な
り
、
本
像
建
立
に
至
る
多
く
の
方
々
の
労
苦
に
感
激
し
、
一

町
民
と
し
て
こ
れ
を
受
諾
し
た
・
銅
像
建
設
会
よ
り
の
条
件
は
、
十
一

月
二
十
二
日
正
午
厳
守
で
、
阪
急
箕
面
駅
前
に
到
着
す
る
こ
と
で

野
口
英
世
箕
面
銅
像
搬
入
経
路
と
除
幕
者

石
原
理
年
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